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Abstract  Six specimens (20.6–30.7 mm standard length) of the rare Indo-West Pacific 
Gillspot Cardinalfish, Neamia notula Fraser and Allen, 2001 (Apogonidae) were collected 
from a beach (after having been stranded following strong southerly winds) at Sabiura, 
Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan on 1 March 1982. Japanese examples of the 
species having been recorded only from Kashiwa Island (Kochi Pref.), Uchinoura Bay 
(Kagoshima Pref.), and Senaga, Okinawa Island (Okinawa Pref.), the Wakayama specimens 
represent the northernmost record of the species.
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テンジクダイ科魚類 Apogonidaeは，日本から
26属 103種が報告されており（馬渕・吉田，

2018；Yoshida and Motomura, 2018；Yoshida et al., 
2018a, 2018b, 2019），そのうち，ヤツトゲテンジ
クダイ属 Neamiaはカクシヤツトゲテンジクダイ
Neamia articycla Fraser and Allen, 2006，シキナミヤ
ツトゲテンジクダイ Neamia notula Fraser and Allen, 
2001，およびヤツトゲテンジクダイ Neamia 
octospina Smith and Radcliffe, 1912の 3種が日本か
ら記録されている（林，2013；吉田・本村，
2015）．

1982年 3月 1日に和歌山県東牟婁郡串本町錆
浦から 6個体（体長 20.6–30.7 mm）のシキナミヤ
ツトゲテンジクダイが採集された．日本国内にお
ける本種の分布情報は限られており，高知県柏島，
鹿児島県内之浦湾，および沖縄県沖縄島から記録

されているのみである（吉田・本村，2015）．和
歌山県産の標本は本種の分布の北限記録となるた
め，ここに報告する．
計数・計測方法は Fraser（2005）にしたがった．

標準体長は体長あるいは SLと表記した．計測は
デジタルノギスを用いて 0.1 mmの精度で行い，
計測値は体長に対する百分率で示した．背鰭棘の
計数は軟 X線写真に基づく．和歌山県産の標本
は海岸への打ち上げで得られており，鱗が完全に
脱落していたため，鱗に係る計数と記載はできな
かった．本報告に用いた標本は横須賀市自然・人
文博物館に保管されている．本報告中で用いられ
ている研究機関略号は以下の通りである：BSKU
（高知大学理工学部海洋生物学研究室）；MUFS（宮
崎大学農学部海洋生物環境学科）；KAUM（鹿児
島大学総合研究博物館）；USNM（スミソニアン

和歌山県から得られたテンジクダイ科魚類の稀種
シキナミヤツトゲテンジクダイ Neamia notula の北限記録

吉田朋弘 1・萩原清司 2・本村浩之 3



吉田朋弘ほか108

自然史博物館）；WAM（西オーストラリア博物館）；
YCM（横須賀市自然・人文博物館）．

Neamia notula Fraser and Allen, 2001
シキナミヤツトゲテンジクダイ

（Fig. 1；Table 1）

標本　YCM-P 46429，6個体，体長 20.6–30.7 mm，
和歌山県東牟婁郡串本町錆浦（打ち上げ），1982年
3月 1日．
記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を

Table 1に示した．体は楕円形で側扁する．第 1
背鰭起部で体高が最も高い．吻は突出する．口は
大きく斜位で，主上顎骨後端は瞳孔後端直下に達
する．前鼻孔は短い鼻管の先端に開口し，吻端近
くに位置する．後鼻孔は孔状で，前鼻孔の斜め上
後方，眼窩付近に位置する．上下の顎骨歯は歯帯
を形成する．鋤骨には小円錐歯が 2–3列に並び，
V字状の歯帯を形成する．口蓋骨に歯はない．前
鰓蓋骨後縁は平滑である．
第 1背鰭起部は胸鰭基部上端直上より後方に位

置する．第 2背鰭起部は臀鰭起部直上より前方に
位置する．臀鰭起部は第 2背鰭第 2–3軟条基部直
下に位置する．胸鰭起部は第 1背鰭起部直下より
前方に位置し，その先端は第 2背鰭第 2軟条の直
下に達する．腹鰭挿入部は第 1背鰭起部直下より
前方に位置し，その先端は臀鰭起部に達しない．
尾鰭は円形．
固定後の色彩　体全体は淡黄色を呈する．前鰓

蓋骨後端に黒色素胞が密集した瞳孔大の 1黒色斑
があり，その上方には二等辺三角形状に黒色素胞
が密に分布する．各鰭は透明であるが，尾鰭中央
から後方にかけての鰭膜に黒色素胞が分布する．
分布　Neamia notulaはモーリシャス（Fraser and 

Allen, 2001），インドネシア（Allen and Erdmann, 
2012），フィリピン（Yoshida and Motomura, 2017），
および日本（吉田・本村，2015）から知られてい
る．日本沿岸海域では，和歌山県東牟婁郡串本町
錆浦，高知県幡多郡大月町（柏島），鹿児島県肝
属郡肝付町（内之浦湾），および沖縄県豊見城市
瀬長（沖縄島）から記録されている（吉田・本村，
2015；本研究）．
備考　和歌山県から得られた標本は，第 1背鰭

が 8棘（第 8棘は皮下に埋没）であること，胸鰭
軟条数が 14であること，胸鰭長が体長の 24.9–
26.2%であること，主鰓蓋骨上に 1黒色斑があり，
その上方に二等辺三角形状に黒色素胞が分布する
ことなどが Fraser and Allen（2001）と吉田・本村
（2015）の報告した Neamia notulaの標徴とよく一
致したため，本種と同定された．
ヤツトゲテンジクダイ属は上記日本産 3種に加

えて，ライン諸島に分布する Neamia xenica Fraser, 
2010の計 4種からなる（渋川ほか，2007；Fraser, 
2010；吉田・本村，2015）．シキナミヤツトゲテ
ンジクダイはヤツトゲテンジクダイと比較して，
第 8棘が皮下に埋没すること（後者では埋没しな
い），主鰓蓋骨上の 1黒色斑を欠くこと（有する），
胸鰭軟条数が 14であること（17–21），またカク
シヤツトゲテンジクダイと N. xenicaと比較して，
主鰓蓋骨上の 1黒色斑の上方に二等辺三角形状に
黒色素胞が分布すること（カクシヤツトゲテンジ
クダイでは黒色斑を取り囲む環状斑がある，N. 
xenicaでは黒色斑の周囲に黒色素胞を欠く），胸
鰭長が体長の 24.9–26.2%であること（カクシヤ
ツトゲテンジクダイでは 26.0–30.4%）などから識
別される（渋川ほか，2007；Fraser, 2010；吉田・
本村，2015；本研究）．

Neamia notulaはモーリシャスから得られた 3個

Fig. 1.　Preserved specimen of Neamia notula from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan (YCM-P 46429, 1 of 6 
specimens, 30.0 mm standard length).
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体（USNM 347044, 347045, 349188）に基づき，新
種として記載され（Fraser and Allen, 2001），その後，
インドネシア・バリ島沖で撮影された水中写真が
報告された（Allen and Erdmann, 2012）．吉田・本
村（2015）は沖縄県沖縄島産の標本（KAUM–I. 
35718）に基づき，新標準和名シキナミヤツトゲテ
ンジクダイを提唱し，あわせて高知県柏島産の標
本（BSKU 114103）と鹿児島県内之浦湾産の標本
（MUFS 23276）を報告した．Yoshida and Motomura
（2017）はフィリピン産の標本（USNM 169525）を
記録するとともに，Allen and Erdmann（2012）によっ
て報告された水中写真の個体が標本（WAM 
P.33476）として登録されていることを明らかにした．
和歌山県串本から得られたシキナミヤツトゲテン
ジクダイは，本種の北限記録となる．
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Table 1.　Meristics and morphometrics ofspecimens of Neamia notula from Wakayama Prefecture, Japan

YCM-P 46429
n = 6

Standard length (SL; mm) 20.6–30.7 Mode
Dorsal-fin rays VIII-I, 9 VIII-I, 9
Anal-fin rays II, 8 II, 8
Pectoral-fin rays (left/right) 14 / 14 14 / 14
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Gill rakers 2 + 11–12 = 13–14 14
 % of SL Mean
Body depth 27.2–32.7 30.1
Head length 40.7–44.7 42.6
Snout length 8.1–9.1 8.5
Eye length 12.0–13.7 12.7
Interorbital width 5.2–8.7 6.4
Upper-jaw length 19.9–21.6 20.6
Caudal-peduncle depth 12.6–15.3 14.1
Caudal-peduncle length 20.2–23.3 21.6
1st dorsal-fin spine length 2.6–4.1 3.3
2nd dorsal-fin spine length 8.1–11.0 9.7
3rd dorsal-fin spine length 17.8–20.3 19.0
4th dorsal-fin spine length 16.3–18.9 17.2
1st spine length of 2nd dorsal fin 9.7–12.2 11.0
1st anal-fin spine length 2.3–3.3 2.9
2nd anal-fin spine length 9.7–11.4 10.7
Pectoral-fin length 24.9–26.2 25.5
Pelvic-fin length 23.1–25.0 24.4
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